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　初めに 

　我々は、東海地方において少なくとも10年間に及び地震波伝播速度が経年的に増加していることを発見し

た。地震波伝播速度の変化は静岡県中部の森町に設置した人工震源装置「ACROSS」(以下、森町ACROSS)を

10年間にわたり運用し、周辺のHi-net観測点で受信した信号の直達S波に注目し、その位相を比較することに

より計算した。 

　手法 

　我々は、森町ACROSS周辺の13点のHi-net観測点の記録を用いて、2007年3月29日から2017年10月30日

までの期間で伝達関数を計算した。そして、日々の伝達関数の位相差を比較することで、各観測点における

日々の走時変化を求めた。こうして得られた走時変化には、ほとんどの観測点で、年月の経過とともに走時が

早まる傾向と東北地方太平洋沖地震の発生に伴って走時が遅れる傾向が見られた。代表的な観測点での走時変

化を図に示す。そこで、各観測点での走時変化を、期日の経過とともに一定の割合で早まる走時変化と東北地

方太平洋沖地震の発生日にステップ状に遅れる走時変化でモデル化し、経年変化率と地震時の変化量をモデル

フィッティングにより推定した。 

　結果と考察 

　各観測点で推定された経年変化率は、0.0 - 1.4 ms/yr 、地震時の変化量は -4.0 –0 msであった。この地震時

の変化量は、雑微動を用いた地震波干渉法により推定された東北地方太平洋沖地震に伴う地震波伝播速度の変

化 (Brenguier et al., 2014)と調和的であった。また、経年変化が地震時の遅れによる見かけのものではないこ

とを確認するために、東北地方太平洋沖地震の前のデータのみを用いて経年変化率の推定を行ったところ、同

様に多くの観測点で走時の早まりが推定された。そこで、得られた経年変化と地震時の変化の原因を考察する

ため、経年変化率と地震時の変化量の距離依存性と方位依存性を調べた。その結果、経年変化・地震時の変化

の両者ともに、距離依存性は一様な変化と観測点ごとのランダムな変化の重ね合わせで説明ができること

が、方位依存性は森町ACROSSから北東-南西方向にある観測点における変化量・変化率が北西-南東方向にあ

る観測点よりも大きいことが分かった。距離依存性の結果は、空間的に不均質な地震波伝播速度の変化と一様

な速度変化の重ね合わせであると解釈できる。また、方位依存性がみられることは、これらの変化の原因とし

て応力変化が考えられることを示唆する。 

　図の説明 

　代表的な観測点における走時変化を示す。縦軸が日々の走時の速まり、横軸は日付を示す。青い点は日々の

走時変化を、赤い線はモデルフィッティングにより推定した走時変化をそれぞれ示す。地図は、森町

ACROSSと本研究で解析した13観測点の位置を示す。 
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